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平成３０年度 大阪府立芦間高等学校 第３回 学校運営協議会 
 
日 時  平成３１年２月１６日（土）  １３時３０分～１６時００分 
場 所  本校１階 校長室 
 
構成員  ＜協議会委員＞ 
      笹山 幸子 元府立高等学校長 
      竹本  剛   ＰＴＡ会長 
      藤田 俊和 後援会会長 
      松本 紀容子 守口市立八雲中学校 校長 
      宮坂 政宏 週刊教育ＰＲＯ 編集委員 
      山崎 裕也 スクールＩＥ(学習塾) エリアマネージャー 
     ＜事 務 局＞ 
      東﨑  浩 教頭    
      久森 雅代 事務長 
      塩﨑 靖子 首席 兼 教務主任 
      亀井 絵里 首席 兼 総務文化部長 
      斉藤  衛 生徒指導主事       
      諸木 忠治 進路指導主事 
      丸山 清美 保健主事 
      甲斐  徹 情報部長   
      小原 浩昭   第１学年主任 

角山 愉紀雄 第２学年主任 
      平尾 映子 第３学年主任  
      水嶋 育美 支援教育コーディネーター 兼 共生推進委員長 
      萩原 英治   校長 
      
 
配付資料   ○平成 30 年度 第 2回学校協議会議事録 
     ○平成 30 年度 学校経営計画及び学校評価〔達成状況記載〕 
     ○平成 31 年度 学校経営計画及び学校評価 

○平成 30 年度学校教育自己診断の集計結果 
○平成 30 年度第２回授業アンケートの集計結果 
○平成 30 年度第２回勉強アンケートの集計結果 
○大学進学速報 

 
内 容 
(1) 校長挨拶 

 
(2) 報告・説明 
  [1]平成３０年度学校教育自己診断の集計結果等について 
 [2]平成３０年度第２回授業アンケートの集計結果等について 
 [3]平成３０年度第２回勉強アンケートの集計結果等について 

[4]平成３０年度学校評価（学校経営計画の達成状況）について 
    以上、教頭より     
   [5]平成３１年度学校経営計画について 
    以上、校長より 
 
 (3) 協議 
 [1]平成３０年度学校評価（恰好経営計画の達成状況）について 

(委 員)数値としてはあまり良くないが、求めるレベルにもよる。肯定的な生徒はどうして
肯定的なのか、否定的な生徒はどうして否定的なのかを分析する必要がある。先生
は生徒を見て工夫していると思うが、それで生徒は依存的になっている部分もある。
主体的に生きていく力、志を持つことが大切である。 

(委 員)芦間高校の志願者が減っている。学校周辺の中学生は芦間はレベルが高いので受験



－ 2 － 

をためらっている。希望調査では低いが最終的にはあまり変わらないのではないか
と思う。昨年から大学受験が難しくなっているが、塾へ来る芦間進学希望の生徒は
進学実績を重視している。授業が分かりやすいという設問の肯定的な意見が低いの
は高校の内容が難しいからとも考えられる。 

(委 員)わかりやすいかどうか生徒が他校の授業と比較したわけではないので数値が低い
わけではない。テストの結果につながることでもあるので卒業してから評価が変わ
ることもある。 

(委 員)評価の達成率が良くないのは目標が高いということも言える。目標を達成するとさ
らに目標が高くなるので達成しにくくなるが頑張ることが大切である。 

(委 員)先生は余裕を持って指導をしているのか。余裕がないと生徒はそれを感じ取る。余
裕を持って前向きに授業をしてほしい。 

(委 員)先生は何に時間をとられているかを探る必要がある。別の高校では朝・夕の電話対
応を留守番電話に切り替えることにより改善された。 

 
 [2] 平成３１年度学校経営計画について 

(委 員)新学習指導要領への対応が重要である。新テストは難しいようであるが、業者は情
報を持っているので活用すればいい。 

(委 員)広報活動については、最近はスマートフォンが普及しているので、ＨＰも対応が必
要だと思う。 

(委 員)生徒の自己教育力が大切である。生徒が依存的になると学校への期待が高まりすぎ、
満足度が下がる。 

(事務局)生徒は自分たちで解決していくべきことを学校に依存してしまうことが多い。担任
は非常に丁寧に対応している。急に対応しなくなると生徒は戸惑う。 

(事務局)依存しているかどうかは生徒によって差がある。 
(委 員) 指定校推薦の説明会で書類を書く際も子どもはすぐに先生を頼る。生徒は簡単に

安全は方向を求めている。 
(委 員)企業は多少間違っていることがあっても主体的に動く人材を求めている。 
(委 員)受験生を育てるのではなく、人間を育てることをめざすべきである。 
(委 員)保護者に学校に来る機会を増やしてもらって、学校への理解を深めてもらうように

ＰＴＡも活動していきたい。 
(委 員)働き方改革に関わって会議の時間が問題になっているが会議は多いのか。 
(事務局)多いと思う。負担にもなっている。 
(委 員)会議も目的とし情報共有であれば資料を見てもらうだけで会議をせずに済む。意思

統一が目的であれば必要ではあるが効率化はできるのではないかと思う。 
 
平成３０年度学校経営計画について、概ね、承認をいただいた。 

   
 (6)校長挨拶 
  ○平成３１年度の学校運営協議会委員委嘱について 
 ○平成３１年度の学校運営協議会の日程について 
   


